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研究成果の概要（和文）：本研究は、農産物や食品の原料調達から消費に至る流通過程（フードシステム）にお
いて、競争の程度や価格の伝達の仕方がどのようなものになっているかについて、経済学と統計学の分析手法を
用いて明らかにした。主な成果として、我が国の食品産業で2000年代前半から競争の程度が増加する傾向にある
ことや、ノンアルコールビールを含むビール系飲料のブランド間競争の程度をブランドごとに明らかにしたほ
か、TPP協定を含む将来の様々な貿易環境を想定し、フードシステムを通じた価格の伝達の仕方についてもシミ
ュレーション分析を行い、我が国への影響を定量的に明らかにしたことなどが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to show degrees of imperfect competition and
 price transmission in the long marketing processes (food system) from the procurement of 
agricultural profucts overseas to domestic food consumption using the analytical methods of 
economics and statistics. Among the main findings of this research, we found that the degree of 
imperfect competition of the Japanese food industry has been lowered since the early 2000s. We also 
drew the brand-level degrees of imperfect competition of beer and beer-taste beverages (including 
non-alcoholic beers) in Japan. By employing the simulation analyses of price transmission in the 
food system, we quantitatively analyzed the effects of the change in future trade environments on 
the Japanese economy including the agriculture and food industries.

研究分野：農業経済学

キーワード： フードシステム　産業組織論　不完全競争　空間的競争　計量経済分析
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１．研究開始当初の背景 
 
新興国の食料需要やバイオ燃料需要とい
った急激な需要構造の変化等を背景とした
近年の穀物価格の高騰は、グローバリゼーシ
ョンの進展や日本の食品原料の海外依存度
の高さを背景に、フードシステムを通じて日
本の畜産業や食品産業の利潤、消費者余剰等
に多大な影響を及ぼしており、フードシステ
ムにおける競争環境や価格伝達構造の解明
は、今日の重要な研究課題である。 
しかし、従来の研究は海外の農産物生産か
ら国内の食品消費に至るフードシステムを
網羅しておらず、外生的ショックが波及的に
各流通主体へ与える影響を分析することが
できなかった。中でも、一般均衡分析におい
ては、フードシステム分析の観点が欠けてい
るとともに、多くが完全競争市場を仮定した
ものであった。また、小売産業や流通産業、
加工産業の寡占化が進み、双方寡占の実態が
鮮明になる中で、不完全競争の程度を実証的
に明らかにする産業組織論分析では、双方寡
占に関する経済理論から導かれたモデルに
よる実証分析が必要とされていた。さらに、
従来の我が国を対象とした不完全競争に関
する研究では、複数産業のクロスセクション
分析や、単一産業の時系列分析が主流であり、
個々の企業や製品の異質性を考慮していな
いという点で、不完全競争の実態をより詳細
に分析することが困難であった。他方、個々
の生産者や加工企業、小売企業等は特定の地
理的位置に立地し、立地選択自体が不完全競
争をもたらす可能性がある中で、空間的競争
に関する研究は理論分析が中心であり、計量
経済学の手法を用いた実証分析は限定的で
あった。 
 
２．研究の目的 
 
上記の背景を踏まえ、本研究では、産業組
織論の分析枠組を用い、農産物や食品の原料
調達から消費に至る流通過程の競争環境や
価格伝達を明らかにすることを目的とした。
その際、企業の異質性や製品差別化、空間競
争、双方寡占を考慮した不完全競争について
計量経済学の手法を用いて明らかにすると
ともに、一般均衡分析によりフードシステム
における価格伝達の実態を解明することと
した。これらの分析結果を踏まえ、食料政策
や産業政策の提言を行うことで、日本の食料
問題に対して新たな視座を与えることを目
指した。 
 
３．研究の方法 
 
上記の目的を達成するため、次の 4つの小
課題を設定した。 
 
（1）企業の異質性や製品差別化を考慮した
不完全競争の実態を解明するため、マイクロ

データを用いて計量経済学の手法により市
場支配力を推計する「マイクロデータを用い
た不完全競争の実証分析」 
 
（2）主として農産物直売所を対象とし、地
理的差異を考慮した市場構造を把握し、空間
的競争について実証分析を行う「空間的競争
を踏まえた不完全競争の実証分析」 
 
（3）垂直的関係に観察され得る双方寡占に
ついて実証可能なモデルを提示し、同流通段
階における実証分析を行う「双方寡占を踏ま
えた不完全競争モデルについての理論・実証
分析」 
 
（4）将来の貿易環境等を踏まえ、海外にお
ける原料生産から国内の食品消費に至るフ
ードシステムにおける価格伝達について、一
般均衡分析により明らかにする「フードシス
テムにおける価格伝達のシミュレーション
分析」 
 
４．研究成果 
 
マイクロデータを用いた不完全競争分析
では、我が国の食品産業を対象とし、産業小
分類ごとの市場構造を明らかにしたほか、我
が国の食品産業を対象として企業レベルの
市場支配力の推計を行い、2001 年以降、食品
産業全体として市場支配力は減少傾向にあ
ることを示した。また、ビールテイスト飲料
を含む日本のビール系飲料を対象としてブ
ランドレベルの価格弾力性および市場支配
力の推計を行い、ビールから新ジャンルビー
ルあるいはビールテイスト飲料に需要がシ
フトしていること等を明らかにするととも
に、ビール、発泡酒、新ジャンル、ビールテ
イスト飲料の順に市場支配力が小さくなる
傾向にあることを示した。 
空間的競争に関する分析では、価格競争の
空間的影響に関するシミュレーション分析
を行い、店舗の立地が競争環境や企業の収益
性に与える影響について、新たな視座が提供
された。また、空間的競争に関する実証分析
では、農産物直売所の立地要因に関する計量
経済分析を行うとともに、空間的な市場構造
の分布の効率的な計測方法について検討を
行った。 
双方寡占を考慮した不完全競争の分析で
は、従来の不完全競争モデルを発展させ、売
り手と買い手がともに寡占的な状況を考慮
した不完全競争モデルについて検討した。そ
の上で、我が国の食品産業を対象とし、双方
寡占を考慮して市場支配力に関する計量経
済分析を行った。 
フードシステムにおける価格伝達のシミ
ュレーション分析では、貿易環境の変化に関
する応用一般均衡分析を行い、環太平洋パー
トナーシップ（TPP）協定を含む、将来の様々
な貿易環境がフードシステムを通じて我が



国の農業や関連産業に与える影響を明らか
にした。その際、不完全競争を考慮したモデ
ルについても検討し、モデルの違いによる効
果の違いについても示した。 
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